
TeaRoom 数学  ３６０°は、古代の天体観測から 

 
古代バビロニアは、数学がとても進んでい

た。何故そんなことが分かるのか。現代人の

勝手な推測じゃないんだ。  
何故かというと、数学的な知識がいろいろ

書かれている粘土板が、現実に出土している

んだ。  

現代風に言えば 2 の値を小数点以下 5 桁

まで正確に求めていたんだ。そのことを示す

粘土板がイエール大学に保存されている。そ

れは YBC7289 という有名な粘土板なんだよ。 
  また、古代バビロニアでは、天体観測も進

んでいた。それによって得られた知識で春分

点を年の始まりとした歴を使っていて、１年

を 360 日としていたんだ。だから、１周の角

度は、360 度なんだ。  
その他にも、円に内接する正六角形の１辺は円の半径と同じであることや、正六角形

の辺と半径で正三角形が６つできることも古代バビロニア人は知っていた。そして、そ

の正三角形のひとつの内角が 60°となることから、60 進法を使っていたんだ。60 は約

数を多く持っているから、分数の分母として適していたんだね。だから古代バビロニア

では、計算に 60 の約数を分母とする分数を使っていた。今では、60 進法というと時間

に使われているね。１時間は 60 分で、１分は 60 秒。実は、角度も時間と同じで、１度

は、60 分で、１分を 60 秒と言うんだ。  
 
粘土板 YBC7289 に書いてある数は 60 進法

なので、それを 10 進法で表すと  
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で、今我々が知っている ⋅⋅⋅=1.414213562

の値とは、小数第５桁まで同じだよね。  
 そして、この粘土板は実際に使用されたと考え

られているんだ。左上にある 30 を正方形の１

辺 長 さ と す る と 、 対 角 線 の 長 さ は
•
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は 230 、つまり ⋅⋅⋅.426406842 となる。これも正確な値が粘土板に刻まれているね。  

さあ、バビロニアの分数の計算を確かめてみようか。  


